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れらの噌朋を甲心として5－6日の範囲が，実際の適期

となるとみられるが．年次，■勘所．栽培法による速レ、が

あるとみなければならず．この点の供封は．ひきつゞき

行なわれなければならなレ・

また．刈取通則を判断する場合に，外戚と熱度とが一

致しないことが．しばしばみられること吐．一つの間歯

であるので．熱度のより適確な判定を可能にするとこら

し■り削畑ノ）擁．j寸もあわせて考えられるべきてあ乙．

会津地方における水稲多収穫安閑の解析的研究

第1報　栽培立地条件による地帯区分

並びにその特質について

い蛙惣治・小林幸男

し′も・拙県農武会津文場）

l t　えが　き

近正に分ける稲作技術の進歩は塵泣面髄当りの水稲生

産収量菅生毎に増加し，福島県佐野いては過去10年個に

生平均14・5K，／108の割合で増加し続け108・（X＝h・の水

田より正閏亜／Jトン以上J）収灘拉1二が期待されている．

このような著しい成果をもたらした直接の技術的費因

は，優良品嘘の作出普及並に育蔚・施肥・除草等の栽培

技術や．病害虫防除技術等の進歩，或吐農業機械化の進

展と土地基盤の改害等が綜合的に影智を及ぼしているも

のと考えられるが，反面我が国の高亜種済成長把ともな

う農業労働力の他産業への流出に上る良薬労働力の不足

並に米価引上げに上る農兵生産資材への吐ね返りに上る

近代化営農設備償却費の増大等比いわゆる日立経営の規

模を拡大しなければならない状態を醸成しっゝある・従

って農業経営の近代化も当面は労働生産性の向上を計る

ための省力栽堵体系が重視導入されつつあるが．ともす

れば収壷性の低下を紹来し，労働生産性の向上は促がさ

れても，土地の生産性吐低下する傾向が穣めて多い・従

って土地生産性を高めるために吐単位廊偵当りの収嘘遠

の増大を計らねば宏らない．殊に福島県のエうに堰営規

模の小さい農業者群において吐，偽泣面偵当りの収穫蛍

の増大が水田作付面横の癌少を可能をらしめ．始めて田

畑転廃が可能になり春雷並に特用作物等の作目導入を促

し得るものと推察される．又このようを形感が聞桜的忙

農業経営の体質の改善を促す誘因となるものと想定され

る．

このような観点からして水稲哉宅のビジョンとして吐，

不変的な多収穫栽培技術体系の確立が思案されるもので

ある．従って不研究を進める忙あたり．広大な会津盆地

を舞台忙し福島県内にかける他地帯と比較検討を試み，

その特異点を（》着粒故を増加するの吐肥沃変を主とする

環境条件であれ（診稔実を高めるの吐気象条件を主とし

た環境条件に上るものとの仮説を設け．これらが会津盆

地の多収穫条件を作少だしているものとして．このよう

を環境条件下の甲で農家が実践しつつある現行技術を科

学的忙解析し．又過去の試験研究調査の結果等を綜合し，

更に疑念について吐試験場の開場に封いて問題甲決を計

カ．再び農家の営農の場に返してその実現を計るべく遠

大な計画のもとに始めるものである．

2　福島県における援護地帯区分

本県に封ける気象条件並に地勢に上る区分吐，通常浜

過少地方，中通り地方，会津地方の8ノノ部に区分される．

浜通り吐鯛東型の地帯であり，会津接頭雪寒冷型の裏日

本東北型の地橋であり，中通りは表日本型の地帯である．

一万，慶菜地帯区分として吐不県の東側上狛兵過　平

坦地方l以下浜通りと云う）．阿武隈山間部地方，甲過

少北部地方，甲通力甲南部地方，会津山間部地方＝堵醇

代高冷地を含むト　会洋平担部地方の6ブロックに地帯

毘分することが出来る・これら吐前述の矢複的地帯区分

の上に，特有の営農型体を加味したものである．

そのブロック別む営農型体の概況吐．西武限山間

地帝は花崗岩等の岩石を母材とする粘貨殖士地帯が北部

にあわ．両部吐粘冥砂礫土壌地帯であり，ともに県内6

ブロックの甲で吐巌も饉菖規模の小さい集約栽塔を主体

とする　タバコ・崖垂罠家が多く．浜也少で吐近郊園芸

並に果樹と水田に上る高所得縫業者の比較的多い地帯で

あれ　中通り北部地帯吐果樹並に水田に条約される単作

経営農家が多い．甲通り南部吐無がク火山灰不良土壌地

帯で陸稲．玉萄蚕等の畑作農家がl近生絹田が進んでい

るが低収地帯である．）多く，又会津平担部は水田単作

農家が多い・史に会津山間地帯吐猪蔚代の湖岸地帯の水

稲単作農家を披いて吐，陸稲，大豆を主体にした畑作農

家で兼業成果者の多い地帯である．

これら6地帯別の恕高別面頑は薦2表にみられる上う

にその地帯で適も多く水田が分布している標高吐・会津

平担部に封いては100椚～加桝が．文金津山間部では

甜）が．7伽桝に，浜通り並に中通り北部で吐1∝）椚以下

の処に，中通り南部は1∝Im～劫Omとなっている・又市

町村別に各ブロック別に水桶収盛を図示したものが第1

図であるが．壕庖別に吐100研一加爪の地帯が，高収量

の町村である踪高別の水稲牧童の変遷については第2図

にみられる上うに，過去10ヶ年闇に封ける反収の伸びを

みると桜扁500，”以上の地帯l全耕地の7多）に封いて

吐，年々18柏／108で，部門一瓢桝地帯l全耕地の2

努）に封いては年々15K9／108の割合で増加を示してい

る．これ吐保護苗代の普及並に多収耐冷性品適の普及等

技術改善の効果か＿顕著に現れた地帯である・又1仰椚～

卸爪地帯l全耕地の朝宙】吐早生種中生種の作付が主
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第1法…　昭和38年庇県内地帯別多収記録並に立地条件

地 僻 区 分 10 〃
多収記録

品　 桃　 名 町　 村　 名 立 地 条 件 問　 題　 点 導 入 技 術 傭　 ヰ

】l 会 津 平 坦 　 K
772 フジミ　ノリ 坂　 下　 町

抱沼川の沖軌

埴壌土，肥沃

透水性 燐頼多用，探麟

健苗育成
中　 細

会 津 山 間 701 トヨチカ ラ 下　 郷　 町

大川添い山間部

環境土

早冷．首．技梗 イ

モチ柄の防除，
漏水防止

健萌育成

客土，病虫脊防
除

早　 軸

中 速 北 部 697 セキ ミ　ノリ

t

保 原 町

透水性不良，垂

粘．早パッ．最高

気温高

透水性．施肥丑
中晩稲導入

排水．腱乱 燐

酸多用 早　 拍

中速中南部 862

重粘，透水性不 透水性，穂数の 排水．客土．燐

早　 拍セキ ミ　ノリ 郡　 山　 市 良 確保普通櫨収鬼

低下

酸多用

阿武隈山間 714 オ　オ　 ヤ リ 船 ・引　 町

花崗岩系の粘土

山間の崩横土
透水不良

透水性．施肥量

早中生垣の導入

客土．排水，燐
酸多用 早　 租

浜　 通　 り ‘16 オ　オ ト リ 小　 高　 町

第 3 紀沖横，黒

色有機現多，穂

落ち傾向

透水性． 2 次技
硬を多 く，豊熟

歩合の向上

排水．客土，並
太柚燐酸多用 早　 柏

第2表　地帯別，標高別水田面頗18如年土地台帳面頑I

試l M 以下 軸椚～100 肋 1（氾〝r・800 仇 1 湘 肝棚 椚 伽 〝I～Ⅵ泊れ

1

m ）h 以 上

－ － 1 6 ，1 8 4 8 7 6 8 4

－ －
2 ，8 0 5 2 ，9 2 9 5 ．7 0 8

l
6 ，1 8 6 4 ，2 9 2 1 6 6

－

■－ ・－ 2 1 ，9 7 6 1 1 ．1 1 5 9 3

l 2 8 5 8 7 ，9 8 7 1　 1 ，2 9 1

1 7 ，1 7 9 4 ■2 9 4 6 6 7 1 4 －

1 7 ，1 7 9 1 0 ，4 8 1 4 4 ，7 3 2
l　 2 2 ，6 8 4

7 ，1 2 7

坦

間

部

部

闘

わ

平
山
北
南
山
中
隈
通

津
津
通
過
武

会

会

中

甲

阿

浜

計

244　111．187

10，642

88，184

9．591

22，154

第2図　標高別水槽反収（福島農林統計）

（S27～S37．10年間些収量の推移）

体であれ100仇以下の地帯　l全耕地の㌘≠）は晩生

種の作付が多く．ともに通句／108の増加奉を年々示し

ている．

3　地帯別の特賞概況

1．凶作年次に卦ける地層別収量の変動

凶作年次として昭和〇年．16年．三池年の8ケ生の豊凶

考照試験虜に卦ける中過少t郡山不穏），会津平坦（会

津支場】，浜通わl浜支場）の平生に対する収量比を東

第1園　地滞別槽作反収分布図（数字は標高）　　　めたのが窮8表である．
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第8表　豊凶考照試験忙封ける対平生収量比l刺

年 次彗 桜 項 H 早 生 l

8品 種

中 生

8 品種

誓品針 品種 平 均

玄 米重

昭 和

， 鉱

会津 平坦

事 ¢ ¢ ¢ ‰

一・14．0 － 4．0 －10 ．0 － 9．8 調

甲　 通　 少 ト 2．5 ＋ 2．9 － 4 ．9

十 2 ．6

・－ 0．9

十 2．8

845

浜　 通　 わ ＋ 8．6 ＋ 2，2 41遵

昭 和

1 6 を

会津平 坦 － 0．9 － 1．8 － 2 ．6 － 1．7 腫

．甲　 通　 少 － 8．5 一・4．8 十12 ．8 － 1．0 量畑

浜　 通　 わ －j汀．4 一・・j汀．7 一宏．4 一都 ．4 邸

昭 利

2 8 毎

会津 平坦 十18 ．0 ＋18．5 十公 ．0 十19．8 訂6

甲　 通　 力 － 2 ．8 ＋ さ．9 － 6．8 ・－ 2．0 ゼわ

浜　 通　 わ － 6 ．9 － 12 ．8 － 9 ．2 － 9．5 8邸

すなわち．昭和9年に卦いては．会津平坦部に卦ける

9品種平均9，8少の減収を示しているが・これは首イモ

チ病並に枝・犀イモチ病の発生による減収が大書く影響を

及ぼしたためといわれている・浜通わに》いてはヤゝ増

収傾向がみられるので・この年に野いては福島県は冷害

気象の影響による凶作毎次ではなかったものと推察され

る．昭利16年に卦いては極めて冷害気象の影響が大きく

みられた毎次であったと云われているが●会津平坦で吐

1．用の減収にとどまる机浜通わで吐乳4界の減収を

しめしている．昭和払年に倉いては．会津平坦では臥8多

の増収をみ，浜通わに卦いて，・6優の淡収をしめしてい

る飢これは気象的忙吐昭和16立並に昭和勿年とも似た傾

向がみられるのであるが・多収耐冷性品種の普乱育百・

億肥等の栽培技術並に病害虫の防除技術等の進歩が・昭

利払隼の被書を16年の被等よ身軽い結果にみちぴぃたも

のと考えられる・

したがって昭利16年度と昭利乃生まとを比較するのは

当を得ていないが．両年まとも共通的に吐浜通力の減収

率壮大睾いが．会津平租に》ける減収奉は極めて小さい

ことである．第3図は作況圃忙かける昭和和牛の豊作年

次と，昭和勿鉱の凶作年次に卦ける浜通わ，阿武隈山

第3回　生凶作年における標高別収量増減－わ対平年比

間地帯では増収率く減収率が大きく，会津平坦．山間地

帯では逆に増収率＞減収率が小さい・この上，忙浜過少

と会津平坦部とでは増減収率等忙相反的傾向がみられる

ことである．換言すれば．浜通力及び阿武隈山間地帯で

は，冷害等に上る影響を受け易く，それゆえに豊凶の変

動が極めて大きレがが　会津平坦並化合津山間地帯に倉い

ては冷害の影響吐小さく．とくに会津平坦部に》いては

顕著に豊凶の年次変動の小さいことが　うかがわれる・

＆　土壌母材と水系との関係等について

多収穫を得るための条件として仕．土壌の肥沃まが高

くなければならないし，肥沃まは土壌に上って，又透水

性に上って．大きく左右されるものである・従って土壌

の母材並にその母材の堆濱様相．母材の風化物を運搬す

る水系等牢上って．いろいろ表土性を形成するものであ

るから，水源地帯の岩石の種顔を知ることによカ成る程

皮の土壌の組成並に理化学性を想定することが出来ると

思われる．

Å．金鸞平坦部

盆地周囲の山岳馳帯上身只見川．鶴貞引ル　大川，日橋

川．押切川，宮川　等故川の支流が．盆地を北部に向っ

て流れ乍ら阿賀野川に集る．会津平坦都は標高200腋以

下の地帯吐露4紀新届で200所以上牧第8紀届に属し．

これらの上に阿賀野川水系の河川にユタ沖積された屑で

封肴われた地帯である．又これらの河川の水源地帯のう

ち，盆地の南西部の山岳地帯にある火成岩として，とく

に複輝石安山岩といり♭れる岩石の分布している地帯忙水

源を有する河川と仁盆地北東部にある磐梯山の火山泥流

や噴火屑の安山岩等が広く分布している地帯を水源にし

てレLる河川とがある・

臥　中通り北部南劇

中過少は阿武隈川が南部よめ北部にむけて，薦三紀届

の洪償台地や花崗岩等の洪横台地の間を縫う上，に放れ

て卦少．広清川，摺上川，天戸川．五首川，♯嗜川等の

支流を合流しつゝ郡山盆地．福島盆地等を通力宮城県へ

流れている．従って中過少はこれらの河川によカ沖横さ

れた地帯と．洪横台地とが交互に汲状に起状した地帯で

ある．従って花崗岩等の壌賃砂土並に硬質壌土が北部だ

多く，又宮城県境地帯広吐第三紀屑のラス質壌土がみら

れる．南部地帯は第4定席の楕土又吐壌質檀土の上に都

須火山の火山灰を厚く被覆している・

C．浜通り

大きな河川は少く，阿武隈山系を水源とする河川が多

く．すべて大平洋へ流れている・従って水成岩としての

粛三紀屑の上に阿武隈山系の花崗岩等の岩石の朋横した

土壌並に沖横した土壌が多く，処によカ黒色有機質の多

い地があ少．滞水下では粘賞の土壌を形成し易く水に対

する膨潤性が大きく，水を吸着して透水性を著しく低下

させ．更に標高の低いキ岸等カの地帯で吐砂賞礫土の上

に泥炭の堆積した低湿土壌等がみられ．ともに有効珪酸

含量の少h土壌を形成している・

D．阿武隈山間

花崗岩の風化崩頗土壌で形成され黒色有機物の少い土

壌であり．水に対する膨潤性は篭めて大きく，透水性を

著しく低下させている・

この上，忙会津平坦では火成岩等の風化堆凛が多くみ
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第4回　福島県水系別安山岩分布概図

られるが，中通り．阿武隈山間，浜通力等の土壌につい

て吐，花崗岩等並に凝灰岩，石英粗面岩等の風化物の堆

横が多く．従って土壌の理化学性に卦いて吐．会津平坦

とその他の中，浜過少並忙阿武隈山間地帯とで吐大きな

差異のあることが，うかがわれる．即ち，会津平坦部に

封ける水田土壌の範士効果吐低く．6～7で，叉温度上

昇効果もそれ程高くなく，塩基の置換等宜吐却以上を示

し．土壌のC／yも高く活性鉄も多レHDで．燐酸の吸収係

数吐1郡0以上と高レ、．叉収穫時のわらのⅣ廃が0・6－0．6

痴であるが．浜通わ阿武限山間地帯疋封いては，わらの

Ⅳ廃は0．4程衆であれ竜土効果は10竃蜜で温度上昇効

果が高く，土壌の8／剛は低く又燐酸の吸収係故も低い・

これ吐明らかだ秋落ち的左傾向を有する．ものと推察され

る．

この上うに土壌的左条件からみても会津平坦に》ける

水稲の生育初期が抑制的傾向に推移したれ　又浜通　等

忙分ける水稲の初期生育が旺盛で，過繁茂的生育相を発

現させる主医汗こなつているものと考えられる・

＆　会津平坦部と浜通わでの気象条件のもがh

会津平坦部にかける豊凶較差の穣めて」、さいことの原

因の一つに．気象条件が影響してレ、ることも見逃す与と

の出来ない要因と考えられる．山草氏姓盆地稲と海岸稀

の生育収量を比較し．盆地稲の増収原因は気温較差によ

81

第6回 地滞別旬別降水量と日照時間の閑確（平年値）

第7回　地帯別の平均湿度と湿度較差との関係（平年値）

るものであると報告している．

最高．最低，平均気温並に気泡較差の平年値を図示し

たものが．第5回である．即ち6月・7月の気温較差吐．

最高気温KPいて浜通わよ少会津平坦が高く推移したこ

とが主因佗なって較差を大きくしているもので．8月・

9月に卦いては最高最低両気泡ともに．浜通力よめ会津

平坦郡が毯値を示し，9月中下旬に封いては．会津平坦

部にかける最低気温の低下が浜通力よ少大きいことが．

戟差を大きくしている．従って．水稲の生育期間を通し

て同じ気温較差の内容で吐恵く．水稲の分けつ盛期に吐

最高気温が高く．出穂期前后には最高最低気温●ともに極

値を示し．稔実期間にPいて吐最低気温が低く推移する・

降水量と日照時数との関係吐窮6回にみられるエうに．

6月・7月に卦ける降水量は浜通わ．会津平坦部ともに

大差はみられないが，日照時政に卦いて吐．会津平坦部

が浜通力エ少多い傾向がみられる．【日照時政はジヨル

ダン計によるものであり，熱量での比較ではないので．

この点は今后農業気象の立場から検討を加えたいと考え

ている）．このようを関係は，梅雨期間蟹通じ，会津平

坦部の場合には晴間が多く，降水も短時間に集中的にあ

わ．浜通わに卦いては曇天が多く，散発的に降雨の多い

いわゆる梅雨模様であるものと考えられる．8月に野い

ては，日照時政で会津平坦部が浜通少上身少いのは．多

湿条件の処に明け方の気温低下に上る　もや又は膠の発

生日歓が多くをカ．もや又吐癌が午前8時頃～10時頃ま

で流れて卦幻，そのために日照時教が少く配録されてい

るものと思われる．降水量は8月・9月ともに会津平坦

部は浜通わよめ少h気象条件である．又9月は浜通力で，

日照時歓が少く降水量の多いl昼間降雨I推移を示し．

会津平坦部に卦いては日照時緻並に降水量とも疋少い霧‘
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の深い日が多くみられる．又会津平坦部に封ける9月中

旬以降吐夜間降雨が多くをる気象条件である．

このように会津平坦部に封けるもや並に癌の発生の多

いの吐関係温まの高いこと並に夜庇の低下に上るものと

推察されるので．7月・8月・9月の平均成定と湿麦較

差の関係についてみたのが　第7図である．これでみる

と，9月上旬まで会津平坦部に分ける湿蜜止やゝ高いよ

うであるが，湿象較差が大きくみられる　lこれは馳l丘

だけについての差であり日．1：的を表示であるカで点的な経

過については∃下嘆討中でらるから詳適法割要すること

としたい）．9月中可以降吐浜通りと会津平坦部での経

過吐天蓋がみられない．

以上のよう疋6月・7月に分ける会津平坦部での飯高

気偏吐届くこの原凶吐日照時政の多いことだ影譲され．

又7月・8月・9月KPける幽係湿鑑の戒蓋が大きくヤ

ゝ多湿に應移する原凶吐，降水史と廠高気温とJこ左右さ

れるものと思われ心が，これらの袋因が相互に頭越し合

って，会津平坦部では浜通り上り気温改善並に混生顧差

の大きい盆地気象（6月上中旬まで吐寒地型の気象を示

し．それ以降8月までは暖地塾の気巌を示し，9月から

又寒地型の気象を示す．I告発成し．これが水稲の生育

にも及ぼし初崩生育の抑制並に登劇等広も彩せしている

ものと推察される．

も　地帯別水禍の生育並に収豆のちがい

浜通り地帯の水稲l以下浜稲という）の生育推移吐ス

タートが早く分けつ盛朋だ吐退寮茂的雄和かんられるか

会津平坦部地借の水和【以下会洋魂という）の生育推移

吐スタートが遅く．抑制・泊を生育噂相がみられる．これ

吐前項で述べたエうに土壌の組成からくる担雀と気親条

件からの影塵等躍：上るものと考えられるが．穂めて対周

的な生育饉過：とたどり　＝弟81朴射叶い．穂故だ封いて吐

浜稲が．余津稲より多い場合吐増収を示し少h場合に吐

第8回　地溝別．3〝ゴ当当　数数州l‡移（S33～S3招三1均）

第4表＋ゴ許祁28正．地帯別稔実及豊熟の状況

￥ ここ ＼警 酬

購 読 で 二次

3 ・8 卿 当 り 3 ．3タが　 当 り
稔実 歩 合　 醐

3 ．3 が　 刈 K ：上　る

有　 効　 機　 敏 稔　 芙　 粒　 叡 1 0 8　 乾 籾　 蜜 柑

不　　 在 所 在 比 本　 鉦 l 前 年 比
不　　 句‡ 前 年 比 不　　 正 前 年 比

県　　　 平　　　 均 9 4 2

痴 ＊　　　　　 多

7 4 ．3

ヰ

3 9 3

筋

9 6 ．8 5 2 1　　　 8 7 ．1 －　 5 ．4 7 8 ．4

会　 津　 平　 坦 1 ，2 2 4 1 1 2 ．2 7 7 2　　 1 1 4 ．4 8 6 ，4 十 1 0 ．4 5 7 9 1 0 0 ．2

会　 津　 山　 間 1 ，0 1 4 1 0 4 ．2 5 9 8 ； 9 8 ・7 7 8 ．6 十　 3 ．3 4 6 3 9 2 ．1

中　 通　 り ．化　 部 8 0 9 9 8 ．3
…昌 …

7 5 ．4 －　 2 ．5 3 4 7 7 5 ．5

甲 通　 り　甲　 南　 部 9 8 8 1 0 0 ．9 7 2 ．0 － 1 0 ．2 封は 7 8 ．0

阿　 武　 隈　 山　 間 8 2 6 9 2 ．0 6 1 ．1 － 2 8．2 2 5 5 5 6 ．7

浜　　　 通　　　 り 7 5 6 7 6 ．8 3 7 7 】 6 7 ・4 6 7 ．9 － 1 2 ．9 3 1 1 6 9 ．8

誰　＊百粒

拭収を示すようである．窮4表は昭和巷鉱産の凶作毎次

に卦ける地帯別稔実及速力の状況を調査した結果である

が．前年に比べ会津平坦部は有効穏奴では．2努．稔実粒

故で14・4劣．稔実歩合て吐10・4界とそれぞれ増訂ロしてい

る．これ吐明らかに会津盆地の気象条件が冷害的気象で

吐ないことと，又土壌の肥沃性の高いことが，多少の気

象的変化に影響されることがなく水稲の生育を支えてい

ることに程因するものと思われる．従って第9図にみら

れるエうに，平生に封いても浜稲吐3・3が当りの稔実粒

政が会津稲上少も億めて少く，8．3が当少の徳政畦はゞ

同じ程変と考えられる．これは浜稲が過繁茂的な生育を

するために．1穏当少の頴花数の低下蟄招集し，会津稲

b O

●●●

●　　　●

l■■－■　■ttH■

o e汁

●　搬

▲■t・●　■■

縞，回　収品とその構成要素の関係（S33－S3‘年）

に♪いて吐初期生育が抑制的に働くためだ，無効垂の発

生が割合に少く推移し結果的に1穏当の頴花故を増加す
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るものと考えられる．又会津稲に卦いて吐単位面横当少

の積数の増加にエ少稔実粒故のヤゝ低下を促す傾向がみ

られるが．浜稲に封いて吐穏故の増加に上少稔実粒故が

増加するよ，忙推察される．これは会津稲の場合．着粒

Jl●○霞．J400本　・い正札

。鎗オ

●　療

J．沖】当確枚
第10図　3．3桝℡当の席数と稔粟粒数との関係

政＞穏歓の増加が，又浜稲にかいて吐着粒敷く穏教の増

加が，収主要因として大きく関与しているものと思われ

る．

4　　総　　括

会津稲と浜稲の生育収量について吐すでに山本氏は「

盆地稲と頓岸稲の生育差の特異点として（訂気温日較差に

逼Hハて盆地が大きく．②成熟期間吐盆地稲が短く．（診l

株総重量並に総籾重はともに盆地稲が優虻．これらの特

質は栽培条件や品種の如何奇聞ず一般的に共通した現象

でるる」と報告しているが，土壌条件について吐言及し

て封らず．気魚条件のちがいだけを対照にされている．

従って山本氏の試験結果に土壌の肥沃度並に理化学性を

附け加えて考察するならば，会津稲に封ける①初期生育

と着生頴花数との関係と．⑳後期生育と稔実の良否とは，

互に別の要因が関与しているので吐左かろうかと思われ

る．即ち今までの通念からすれば1穏着生頴花数の増加

は稔実歩合の低下とを少．相対的な幽係を示してかれ

これが減収要因として考えられている．この上うな場合

に吐単位面横当身の穏政増加を計ることに上力稔契歩合

の向上を促し．収主的忙増収しているし．叉増収すると

云われてレいるが，これは浜稲に蓼いて吐あて吐せる想定

である．しかし会津稲に卦いて吐1穏着生頴花故の増加

を計ること吐稔実歩合の低下とは無的係であわ．むしろ

積数増に上る1穏着生頴花故の減少が減収要因として大

きく影響しているものと考えられる．このように会津稲

忙卦ける着生穎花教の増加が，収量要因として大きく期

待されるの吐，土壌の組成からみて乾土効果並忙温度上

昇効果が低いため．土壌中のⅣち一灯の溶出の卦そhこ

とが，水稲の初期生育を抑制的にし，又気象的に吐暖地

型に変化する時期が分けつ最盛期頃であり．これ上身以

降から頴花分化朋頃までにかけて土壌中よカの可溶性封

の供給量の多いことが仁頴花数の増加を促しているもの

と考えられる．又8月下旬からの気象条件が寒地型に転

換する頃に封いても．土壌中より可溶性Ⅳの供給の続く

ことが，下葉の枯れ上少を少くし，更に気温較差の大雪

hことによる水稲体内養分の転流並に蓄横量の増加を促

していると思われるが．これらが綜合されて稔実歩合を

高めているものと思われる．従って頴花数の増加は土壌

の肥沃まの高いことが主体要因と表わ．これに気象条件

が副次的に作用し，稔実歩合の高いこと吐気象条件が主

体要因として働き，これ忙土壌の肥沃まが副次的に作用

して相乗的に稔実を促進しているものと推察される．

以上のようなこと．から．会津平坦部に封ける土壌組成

が火成岩等の安山岩と云われる岩石が．母材の一部とな

って土壌を形成していることが．土壌の肥沃まを高める

要因になってかわ．又浜通力の土壌組成は主として阿武

隈山系の花崗岩系の岩石並に泥炭等が母材と覆って土壌

を形成しているために．透水性の悪い秋落ち的傾向の強

い土壌を形成している．

これらの土壌に水稲を栽増した場合には土壌の性質が

気象的要因にコングツトすることによめ．水稲の生育が

変動するものと想定されるが，その生育反応が大きく増

巾された場合に豊凶較差が顕著に発現され．これ忙該当

する地帯吐浜通わ並に阿武隈山間地帯であれ　又水稲の

生育反応がそれ程大きく増巾されない地帯が．会津平坦

地であるものと想定される．

この様に．①土壌の組成を主体にした環境条件下で水

稲移植后頴花分花期頃jでの生育期間に封ける水稲生育

豊の変動と着生頴花数との関係について，又（診幼穏形成

期以降成熟期はての気象条件を主体にした環境条件下で．

稔実の良否を支配する要因等について．今后具体的検討

を加え呪らかになった結果を僕みあげながら不変的な多

収穫栽培技術体系の確立を計らねばならないものと考え

られる．

5　　摘　　草

L】腋業の近代化にともない労働生産性の向上を計る

ことによめ収量性を低下させる懸念が考えられる．従っ

て水稲栽培技術体系の確立が息案され．筆者らは会津平

坦部の多収穫地帯を対照にしてこの研究を進めるもので

ある．

え　福島県の農業地帯は浜通わ・阿武隈山間斤通力北

部，中通わ南部，会津平坦部，会津山間の6地帯に区分

される．

3．標高別に県内水田の収量推移をみるKl（わ和一伽

腋地帯が．最も高収を示し．500椚以上の地帯が著しい

増収を続けている．

4．昭和9年．16年．劫年の冷害年次に分ける収量を

地帯別にみると，会津平坦は平年並か，ヤゝ良で．浜通

わ阿武隈山間地帯は極めて大きな被音をうけてhる．

5・地帯別に土壌の組成をみると，浜過少，阿武隈山

間地帯吐，阿武隈山系の花崗岩系の岩石を主な母材とし

た地帯が多く，叉会津平坦部は，奥羽山系の安山岩とh
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われる岩石を母材としている地帯が多い．

6．阿武限山間，浜過少地帯の水田土壌で吐，水稲の

生育が過繁茂になカ易く，秋落ち的土壌を形成して封少，

会津平坦地帯の水圧土壌吐一般に範士効果並に温ま上昇

効果が低く，水稲の初期生育も抑制気味で，ヤゝ秋優力

的を土壌を形成している．

7．会津平坦地帯吐梅雨期間中の日照が多く，最高気

温の高い気象であれ　生育期間中の気温日較差は大きく

推移し温ま較差が大きくヤゝ多湿な，盆地特有の気象を

発現し，浜通わと対照的な様相がみられる・

8．会津稲吐頴花数＞穏故が，又浜稲に封いて吐頴花

放く檀故が．収量要因として大きく作用し，浜稲で比頴

花数の増加は稔契歩合の低下を招来して．いわゆる相対

的な関係がみられるが，会津稲では頴花数の増加は稔実

歩合に吐崩係をく増収を示し，絶対的を関係がみられる・

9．土壌の組成が，気象的要因忙コンダクトすること

によめ，その増巾反応が，浜過少，阿武隈地帯では豊凶

の年次敏差に大きく，又会津平坦では豊凶の年次較差に

」、さく発現される．

10．土壌組成と頴花数の増渡との関係を，又気象条件

と稔実の良否の関係について，今后具体的を検討を加え

たい．
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昭和舶毎に資料調査を実施したので，その結果を取纏め

て報告する・

2　嗣杢結果

資科として吐農林省亀城統計調査事務所の作況鯛査成

績　並びに宮城県農試土壌肥料部が最近10ケ査問に泥炭

地水田に放て行った諸調査及び現地試験の成績を用い

た．

1．宮城県農試土壌肥料部の成績より

不調査が行われた泥炭試験地の歓はがヶ所で・各試験

地に於ける無窒素区の収量，穂故　並びに施肥した場合

の最高収量．その場合の積数，更に排水の良否との関係

を第1回に図示した・

各試験地の最高収量仕官，県平牒ほ上廻って封少・無

窒素に於ても半数近くが県平均を上廻っている・

又無窒素区の収量と最高収量と吐殆んど比例していて・

第1回各試験地の排水の良否と玄米重並びに概数

無窒素区の収量の高い土壌では施肥した場合も収量が高

くなってレ、る．穏政と収量も比例関係にあって，泥炭地

水田は穏故で収量をあげている手を示してhる・

龍肥霊と増収義との関係で吐，泥炭地水田に於ても窒

素の施肥量の多い土壌が増収量が多くなっている・その

増収霊吐7－ル当カ6－15晦で，土壌の種類，環境に上

って同じ泥炭地水田といっても，水稲に対するレスポン

スに著しい相違がある・

排水の良否と窒素のレスポンスの関係は明らかでない・

土壌環境と収量との関係で吐，泥炭の分類，泥炭庫の


